
☆ ブログもご覧いただけたら幸いです。（平日毎日更新）⇒http://blog.goo.ne.jp/hirai_tax/ 

 

 

 

 

2 0 1 4 年 ９ 月 号 ( № 6 9 ) 

やれば良 かった！「相 続 対 策 」・ ・ ・税 金 がかからないケースでも

「相続対策」といえば節税が思い浮かびますが、税金が

かからない場合でも「相続対策」しておけば良かった、

と思われるケースがあります。一例をご紹介します。 

◆戸籍が必要 

サラリーマンのＧさんは、先日亡くなった祖母Ａさんの

相続手続きを親族から任されました。財産は少なかった

ので税金は発生しませんが自宅の名義をＡさんから変更

する必要があります。ネットで調べると「亡くなった方

の戸籍が必要」とあったので、Ａさんの本籍地（千葉県

八千代市）の戸籍を持って法務局に行きました(1通目)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員の方に「親族の関係図」を聞かれたので説明すると

「この戸籍だけでは手続きできない」と言われてしまい

ました。「今回のケースだと、Ｄさん、Ｇさん、Ｈさんの

3 名が法定相続人です。手続きには①Ａさんの出生から

の戸籍、②Ｄさんの戸籍、③Ｅさんの戸籍、④Ｇさんの

戸籍、⑤Ｈさんの戸籍が必要です」。仕方なく法務局を後

にしたＧさんは帰りがけに自分の戸籍を神奈川県横浜市

でとってきました(2 通目)。次に結婚して兵庫県神戸市

に住んでいる妹のＨさんに今の戸籍を送るように電話を

しました(3 通目)。続いて母親に電話をして亡くなった

父親Ｅさんの除籍謄本を埼玉県所沢市でとってほしいと

伝えました(4 通目)。また東京都港区に住んでいる伯父

Ｄさんにも今の戸籍を送るようお願いしました(5 通目)。 

◆出生からの戸籍 

ここまでは順調だったものの、祖母Ａさんの出生からの

戸籍をどこでどうやってとるのかわかりません。法務局

に電話で相談すると「除籍謄本の戸主か本人の欄に転籍

前の本籍地が記載されている」とアドバイスされました。

千葉県八千代市の戸籍を見ると転籍前の本籍地が群馬県

前橋市と書いてあります。前橋市役所に電話で相談する

と手数料750円分の定額小為替を送れば郵送してくれる

とのことなのでスグに手続きしました(6 通目)。ちなみ

に祖父Ｃさんと結婚したのもこの頃でした。さらに再婚

前の戸籍は宮城県仙台市にあったので同じく郵送で取り

寄せました(7 通目)。前夫のＢさんと結婚したのがこの

ときでした。さらに結婚入籍前の本籍地が青森県弘前市

だったので戸籍を取り寄せると、ようやく出生までさか

のぼることができました(8通目)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆生前対策が大切 

すべての戸籍がそろったので改めて法務局に相談に行き

ました。自宅の名義を誰に変えるのか聞かれたので、今

独りで住んでいる母親(Ｅさん妻)で話がまとまっている、

と伝えると「その人は法定相続人でないので自宅は引き

継げない」と言われました。結局、Ｇさんは妹のＨさん

と1/2ずつで自宅を相続することにしました。職員の方

の話では(1)Ａさんが生前のうちに母親に贈与するか、

(2)母親に相続させたいと遺言を残せば、名義変更できた

ようです。さらにそれなら戸籍も必要なかったと話して

いました。Ｇさんは、税金がかからない場合でも生前に

相続の準備をしておけばよかったな、と後悔しました。 

このお便りは名刺の交換をさせて頂いた方にお送り 

させて頂いております。ご不要の場合はご連絡ください。 
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本籍地

被相続人 Ａ
青森県弘前市→宮城県仙台市
→群馬県前橋市→千葉県八千代市

※前夫 Ｂ 新潟県長岡市→宮城県仙台市

※夫 Ｃ 群馬県前橋市→千葉県八千代市

長男 Ｄ 宮城県仙台市→群馬県前橋市→東京都港区

※次男 Ｅ 群馬県前橋市→千葉県八千代市→埼玉県所沢市

孫 Ｆ 東京都港区

孫 Ｇ 埼玉県所沢市→神奈川県横浜市

孫 Ｈ 埼玉県所沢市→兵庫県神戸市

ひ孫 Ｉ 兵庫県神戸市

※故人

親族


